
呉市立（吉浦中）学校

改善方策

１０月 ２月

ｈ
達成

ｈ
達成

生徒の授業満足度(アンケート) 60% 83.9% 90.2% 150% A

生徒の家庭学習の時間(アンケート) 70% 39.7% 47.3% 68% C

生徒の道徳学習について（アンケート） 80% 68.6% 66.5% 83% B

生徒の生活実態（アンケート） 80% 91.2% 87.9% 110% A

生徒の生活実態（アンケート） 80% 76.8% 75.8% 95% B

生徒の生活実態（アンケート） 80% 91.2% 92.1% 115% A

地域・保護者学校評価（アンケート） 70% 未実施 74% 106% A

発行回数，更新回数 12回以上 12回 30回 250% A

実施回数 ３回以上 2回 3回 100% A

本年度の重点目標については◎印で示す。

○小中一貫教育の研究指定も２年目を
むかえる。１１月には公開研究会を本校
で実施する。それにむけてすでに小中
が連携して来年度の計画を立案してい
る。小中合同での授業研や「道徳教育」
「食育」の系統的なカリキュラムの作成
など具体的な実践を積み重ねていく。

○部活指導については来年度のスタート段階
で，会議等がない日は尐なくとも４：５０までは
部活顧問が最低１人はつくこと，また会議が
ある場合も部活の開始は必ず顧問の指導の
もとに行うことなどを職員間で確認し取組みを
すすめていく。
○生活習慣については小中一貫教育の研究
推進のもう１つの大きな柱に「食育」を位置づ
けることで，９年間を見通したより系統的な食
育を推進し生徒たちの生活習慣の改善を図っ
ていく。

○ＨＰや学級通信等による情報発信を
今後も積極的に行っていく。
○生徒に関わる様々な問題や課題につ
いて，家庭との連携をきちんととりなが
ら取組みを進めていく。

○よりよい授業の創造を目指して来年度も授
業研究に積極的に取り組んでいく。
○家庭学習の定着にかかわっては次の点を
重点的に取り組んでいく。
①計画的な家庭学習の進め方を学級担任が
指導していくと同時に，各教科担任も家庭学
習の仕方について指導していく。②生活ノート
にきちんと家庭学習の時間や内容を記録させ
それをこまめに確認しながら指導していく。③
保護者との連携をより細かくとっていく。④家
庭学習の進め方や宿題の出し方など小学校
とも連携していく。（９年間を見通した指導）

○小中一貫教育の研究推進の大きな柱の１
つに「道徳教育」を位置づけることで，９年間
を見通したより系統的な道徳教育を推進して
いく。また保護者・地域のより積極的な協力も
得ることができるよう取り組み内容を積極的
に保護者・地域にも発信ししていく。
○あいさつについてはこれまでと同じように積
極的に教職員からもあいさつをしていく。また
これについても保護者・地域との連携・協力を
これまで以上に大切にしていく。

３校での連携した取り組みによっ
て，子どもたちに「いい変化」を感
じている。
　道徳以外の教科の取り組みは
どうなっているのか。

保護者の学校満足度を上げるよ
うに引き続き，努力をお願いしま
す。

開かれた学
校づくりをめ
ざし，地域に
根ざした教
育の推進

○学校評価
を生かした
学校力の向
上

地域・保護者の学校に対する
満足度を７０％以上にする。

学校への満足度－目標数値に対しての達成度は１００％を超えてい
るが，満足できていない２６％の保護者の思いを学校が正面から受
けとめて日々の実践につなげていくことが大切である。そのためにも
日ごろからの学校と保護者の連携を密にしていくことが重要である。
ホームページの更新，また学級通信・学年通信の発行など，様々な
形で地域に向けて情報を発信することができている。

小中一貫教育－「食育」と「道徳教育」を２つの大きな柱に位置付け
て取組みを進めている。どちらも子どもたちの「心」と「体」の健やか
な成長を保障していく上での基盤となる営みである。今年度は互い
の実践を交流することに加え，小学校と中学校の教員がお互いに乗
り入れて授業を実施するなどより充実した実践とすることができた。
来年度に向けて９年間でより系統的な指導実践ができるよう研修を
積み重ねていきたい。

そ
の
他

小中一貫教
育の推進

◎小中一貫
教育指導計
画の作成及
び実施

小中合同研修会を学期に１
回以上実施する。

　家庭学習は基本的な習慣とし
て定着させてほしい。保護者にも
しっかり認識させてほしい。
県のテストは，良い結果が出て
いる。教職員が本気で取り組ん
でくれている。しっかり，地域へも
成果をアピールすべきである。
　家庭学習の時間は「塾の学習
室」も入れてはどうか。

○保護者や
地域への積
極的な情報
公開

学校便り，学級通信の発行，
ホームページの更新を月１回
以上行う。

豊
か
な
心
の
育
成

豊かな感性
と道徳性の
育成

○規範意識
の育成

道徳の時間で学んだことを生
活にいかしていると思う生徒
を８０％以上にする。

○豊かな心
をもった生徒
の育成

気持ちよく挨拶ができたと思
う生徒を８０％以上にする。

信
頼
さ
れ
る
学
校

道徳教育－道徳の時間については「楽しい」「ためになる」という受け
止めをしている生徒が８０％を超えている。それらを日々の生活に結
び付けていけるような指導の在り方について，小中９年間を見通した
系統的な指導方法を工夫したり地域保護者との連携のさらなる充実
させるなどしながら，取組みを前進させていく必要がある。
あいさつ－全体的には大きな声であいさつができる生徒が多いが
「①できる生徒とできな生徒がはっきりしている。②学校外であいさ
つができない。③授業前後のあいさつが小さい」といった課題があ
る。形だけでなく場面に応じた気持ちのこもったあいさつができるよう
指導を継続していく。

部活動－朝練習・放課後練習など生徒たちは意欲的に活動をして
いる。しかしながら顧問が部活動に出て指導する時間が尐ない現状
がある。確かに忙しい中時間をつくるのが大変な面はあるが，部活
動での意欲的な活動を学校生活の様々な場面でプラスにつなげて
いくためにも次年度に向けての課題として受けとめたい。
生活習慣－吉浦小学校出身の生徒たちが小学校時代に食育を通し
て身につけてきたことが継続して生徒たちの中に生きている。また今
年度から小中一貫教育の１つの柱として「食育」を中学校でも積極的
に取り組み始めた。小学校との連携の中で今後もより充実させてい
きたい。

健
や
か
な
体
の
育
成

たくましい体
力の育成と
と健康の維
持増進

部活動に対する満足度を８
０％以上にする。○部活動の

充実

ｋ
結果と課題の分析

ｎ 改善方策

　道徳教育が普段の生活面と結
びついていない面があるのは課
題である。保護者の「心」も豊か
にすることも考える必要がある。
　「豊かな心」とは何をさしている
のかしっかり考える必要がある。
　地域のおとなの目で子どもに教
える必要がある。「感謝」のこころ
をしっかり教える必要がある。

○生活習慣
の確立

早寝，早起き，朝ご飯を実行
できる生徒を８０％以上にす
る。

○学習習慣
の定着

家庭学習を１日１時間以上学
習する生徒を７０％以上にす
る。

　教職員が多忙になり，教材研
究や子どもと接する時間が尐なく
なっているのが心配である。
　校外での生徒の「あいさつ」は
羞恥心などがあるので自分から
声を出しにくい状況であるが，地
元の人や防犯パトロールをして
いる人には，自分から進んで声
を出してほしい。

授業満足度－「授業に意欲的に取り組んでいるか？」という項目に
ついての回答からの数値である。他にも「先生は教え方をいろいろ
工夫しているか？」という設問を全教科について実施したが，この回
答についても８０％を下回る教科はなかった。教職員の研修などの
成果と考えられる。
家庭学習－中間よりも数値は上昇した，とはいえやはり非常に低い
状態にある。生徒たちの生活ノートに「塾の自習室で学習した」とい
う記述がよくある。「家では集中できないから」ということらしいが，こ
れは実質的には家庭学習と考えてもいいかもしれない。いずれにし
ても家庭学習の仕方などをよりていねいに指導する必要がある。

ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標値

評価計画 自己評価

c　中期経営目標 ｍコメント
ｉ

達成
度

ｊ
評価

確
か
な
学
力
の
育
成

わかる授業
の創造

○授業研究
の推進

生徒の授業満足度を６０％以
上にする。

ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策

ａ　学校教育
目標

確かな学力を身につけ，
心豊かで活力に満ちた生徒の育成

　～９年間を通じた豊かな心の育成をめざして
～

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

(自校の使命)　将来に夢や希望を持ち，自己実現をめざす学力を備えた生徒を育成する。
(自校の将来像)小学校と連携し，地域や保護者に信頼され，安心して生き生きと生活できる学校

平成２０年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　）

【ｊ：自己評価 評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう尐し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】

イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。 ハ：分からない。


